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(57)【要約】
【課題】電線の接触不良や接続される本数を減らすこと
ができるランプソケットを得る。
【解決手段】給電用ランプソケット３００において、第
１直管形ＬＥＤランプ２００ａの第１給電ピン２３１ａ
と接触し、電源装置５００につながる第１給電用電線１
３０ａを挿入される第１給電用速結端子部３４２ａを有
する第１給電用接触金具３４０ａを第１給電用口金受部
３６０ａに配設する。第２直管形ＬＥＤランプ２００ｂ
の第２給電ピン２３２ｂと接触し、電源装置５００につ
ながる第２給電用電線１３０ｂを挿入される第２給電用
速結端子部３４２ｂを有する第２給電用接触金具３４０
ｂを第２給電用口金受部３６０ｂに配設する。第１直管
形ＬＥＤランプ２００ａの第２給電ピン２３２ａと第２
直管形ＬＥＤランプ２００ｂの第１給電ピン２３１ｂと
に接触する接続用接触金具３５０を第１給電用口金受部
３６０ａから第２給電用口金受部３６０ｂに跨って配設
する。
【選択図】図６
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　直管形ランプの端部口金に設けられた一対の給電ピンが接触する接触金具が設けられた
複数の口金受部を隣接して一連に配設した給電用ランプソケットであって、
　両端に位置する口金受部にそれぞれ配設され、前記両端に位置する口金受部に取り付け
られる直管形ランプの給電ピンの一方とそれぞれ接触し、給電用電線が接続される速結端
子部を有する２つの給電用接触金具と、
　前記複数の口金受部が形成される１つの前面カバーと、
　前記前面カバーに取り付けられる１つの背面カバーと、
　１つの導電性材料から一体に形成され、前記前面カバーと前記背面カバーとに挟まれた
一続きの空間の中で、隣接する口金受部に跨って配設され、前記隣接する口金受部の一方
に取り付けられる直管形ランプの一対の給電ピンの片方と前記隣接する口金受部の他方に
取り付けられる直管形ランプの一対の給電ピンの片方とそれぞれ接触する１つ以上の接続
用接触金具と
を備える給電用ランプソケット。
【請求項２】
　請求項１に記載の給電用ランプソケットを備える照明器具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、複数の直管形ランプを着脱するランプソケット及びこのランプソケットを備
える照明器具に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来の２本の直管形ランプを装着できる照明器具の両端に用いられる第１ランプソケッ
ト及び第２ランプソケットには、各直管形ランプの第１口金又は第２口金のそれぞれに相
応する第１口金受部及び第２口金受部が設けられている。ランプソケットの各口金受部に
は、ランプの各口金に設けられた電極ピンを挟むように接続する第１接触金具と第２接触
金具が備えられている。各接触金具の一端には、ランプソケットの外部からの電線を挿入
可能に接続するための速結端子部が設けられている。また、特定の速結端子部に挿入され
る電線は、照明器具に設けられた電源装置につながっている。例えば特許文献１には「電
線接続部７ａは前記電線挿入部１７の各電線挿入孔１８に個別に対向して配置されている
。各電線接続部７ａは図示しないが速結端子を有しており、この速結端子により電線挿入
孔１８に挿入される電線の芯線を自己鎖錠式に接続できる」という技術が示されている（
００４６段落、図２、図５（Ｃ）参照）。
【０００３】
　上記の特許文献１の図５（Ｃ）に対応する各速結端子部と各電線との接続として、図１
５に示されるものがあり、便宜上、上記特許文献１と同じ符号を（）内に付して以下に説
明する。第１ランプソケット３００の第１口金受部３６０ａの接触金具７ａａの速結端子
部７ａａａ（７ａ：最左側）と第２口金受部３６０ｂの接触金具７ｂｂの速結端子部７ｂ
ｂｂ（７ａ：最右側）は、電源装置からの給電用の一対の電線Ａまたは電線Ｂとそれぞれ
挿入可能に接続されている。また、接触金具７ａｂの速結端子部７ａｂｃ（７ａ：内左側
）と接触金具７ｂａの速結端子部７ｂａｃ（７ａ：内右側）は共に電線Ｃに挿入可能に接
続されている。また、各直管形ランプの第２口金が取り付けられる第２ランプソケットに
ついても同様の構成である。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００１－３５１７５３号公報
【特許文献２】登録実用新案第３１７１１９９号公報
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【特許文献３】特開２００８－９８１６８号公報
【特許文献４】特開２０１２－９４５４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　従来の各ランプソケットは、装着される直管形ランプの本数より多い数の速結端子部が
設けられ、それぞれの速結端子部に電線が挿入接続されている。そのため、電線の挿入箇
所が多く、挿入に伴う接触不良や挿入忘れが発生しやすいという課題があった。
【０００６】
　本発明は、速結端子部と電線との接触不良や接続する電線の数を減らすことができるラ
ンプソケットを得ることを、目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明に係る給電用ランプソケットは、
　直管形ランプの端部口金に設けられた一対の給電ピンが接触する接触金具が設けられた
複数の口金受部を隣接して一連に配設した給電用ランプソケットであって、
　両端に位置する口金受部にそれぞれ配設され、前記両端に位置する口金受部に取り付け
られる直管形ランプの給電ピンの一方とそれぞれ接触し、給電用電線が接続される速結端
子部を有する２つの給電用接触金具と、
　前記複数の口金受部が形成される１つの前面カバーと、
　前記前面カバーに取り付けられる１つの背面カバーと、
　１つの導電性材料から一体に形成され、前記前面カバーと前記背面カバーとに挟まれた
一続きの空間の中で、隣接する口金受部に跨って配設され、前記隣接する口金受部の一方
に取り付けられる直管形ランプの一対の給電ピンの片方と前記隣接する口金受部の他方に
取り付けられる直管形ランプの一対の給電ピンの片方とそれぞれ接触する１つ以上の接続
用接触金具とを備える。
【発明の効果】
【０００８】
　上記のように構成されたランプソケットは、隣接する口金受部に跨って配設された接続
用接触金具により、各直管形ランプの一対の給電ピンの片方と電気的に接続するので、電
線を接続される速結端子部の数を少なくでき、電線の挿入に伴う接触不良や接続する電線
の数を減らすことができる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】実施の形態１の照明器具の斜視図である。
【図２】実施の形態１の直管形ＬＥＤランプの斜視図である。
【図３】実施の形態１の直管形ＬＥＤランプの回路構成図である。
【図４】実施の形態１の給電用ランプソケットの分解斜視図である。
【図５】実施の形態１の給電用ランプソケットの断面図である。
【図６】実施の形態１の給電用ランプソケットの接触金具の配置図である。
【図７】実施の形態２の接地用ランプソケットの分解斜視図である。
【図８】実施の形態２の接地用ランプソケットの接触金具の配置図である。
【図９】実施の形態３の接地用ランプソケットの接触金具の配置図である。
【図１０】実施の形態４の接地用ランプソケットの接触金具の配置図である。
【図１１】実施の形態５の給電用ランプソケットの分解斜視図である。
【図１２】実施の形態５の給電用ランプソケットの接触金具の配置図である。
【図１３】実施の形態６の接地用ランプソケットの分解斜視図である。
【図１４】実施の形態６の接地用ランプソケットの接触金具の配置図である。
【図１５】従来のソケットに電源装置からの電線を接続したときの断面図である。
【図１６】実施の形態７の接地用ランプソケットの斜視図である。
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【図１７】実施の形態７の接地用ランプソケットの分解斜視図である。
【図１８】実施の形態７の接地用ランプソケットの接触金具の正面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　実施の形態１．
　以下、図面に基づいて本発明の実施の形態１を詳細に説明する。図１は実施の形態１の
照明器具の斜視図、図２は直管形ＬＥＤランプの斜視図、図３は直管形ＬＥＤランプの回
路構成図、図４は給電用ランプソケットの分解斜視図、図５は給電用ランプソケットの断
面図、図６は給電用ランプソケットの接触金具の配置図である。なお、図中の同一符号は
、同一または相当部分を示している。
【００１１】
　図１に示すように照明器具１０００には、器具本体１００の長手方向両端にそれぞれ給
電用ランプソケット３００と接地用ランプソケット４００が配置され、これらの間に第１
直管形ＬＥＤランプ２００ａ、第２直管形ＬＥＤランプ２００ｂが取り付けられ、これら
のランプからの光を反射するための反射板１１０を備えている。なお、ここでは器具本体
１００の中に電源装置５００（図示しない）が備えられている。
【００１２】
　器具本体１００に収められた電源装置５００は、商用電源から電力供給されるとともに
、アース接地可能になっている。なお、電源装置５００は、交流－直流変換装置に限られ
ず、直流電力を直管形ＬＥＤランプ２００に供給するものであればよい。また、電源装置
５００は、器具本体１００の外部に取り付けてもよい。反射板１１０は、器具本体１００
にネジ止めされている。
【００１３】
　図２（ａ）に示すように直管形ＬＥＤランプ２００は、外郭を構成するケース２１０と
、このケース２１０の一端に１極の接地ピン２２１を有する接地用口金２２０と、他端に
２極の第１給電ピン２３１及び第２給電ピン２３２を有する給電用口金２３０と、ケース
２１０に取り付けられた放熱部２４０とを備えている。ケース２１０は、内部に光源とな
るＬＥＤモジュール２５０が配置され、その光を透過するものである。放熱部２４０には
、ＬＥＤモジュール２５０が取り付けられ、このモジュールからの発熱を直管形ＬＥＤラ
ンプ２００の外に放出する。そのため、放熱部２４０には、金属や炭素材などの熱伝導係
数の高い材料が好適である。なお、本実施の形態の直管形ＬＥＤランプ２００は、外部に
放熱部２４０が露出する場合について説明するが、この放熱部２４０を覆う円筒形状のケ
ース２１０であってもよい。なお、第１給電ピン２３１及び第２給電ピン２３２は、極性
の区別なく同一の形状なのでこの２つの給電ピンに区別はないが、便宜上、第１給電ピン
２３１と、第２給電ピン２３２とを区別して説明する。
【００１４】
　図２（ｂ）に示すように接地ピン２２１には、その先端部に楕円状の掛かり部２２２が
設けられている。
【００１５】
　図２（ｃ）に示すように第１給電ピン２３１及び第２給電ピン２３２のそれぞれの先端
にはＬ字状の掛かり部が設けられている。
【００１６】
　図３の回路構成図に示すように第１給電ピン２３１及び第２給電ピン２３２は、ダイオ
ードブリッジＤＢに接続され、どちらの給電ピンから直流電流を供給してもよい構造にな
っている。このダイオードブリッジＤＢには、直管形ＬＥＤランプ２００の装着を検出す
る抵抗Ｒが接続されている。この抵抗Ｒと並列に複数のＬＥＤ素子２５１が接続されてい
る。ダイオードブリッジＤＢと抵抗Ｒは、基板２５３に実装されている。ＬＥＤ素子２５
１は、基板２５２に実装され、ＬＥＤモジュール２５０を構成している。接地ピン２２１
には、導電性を有する放熱部２４０が電気的に接続されている。なお、基板２５２、基板
２５３の材料には、絶縁性のあるガラスエポキシなどが用いられる。
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【００１７】
　図４に示すように給電用ランプソケット３００は、前面カバー３１０と、この前面カバ
ー３１０の背面を塞ぐ背面カバー３２０とで、その外郭を形成する略箱体のソケット本体
が構成されている。ソケット本体の内部には、第１直管形ＬＥＤランプ２００ａの第１給
電ピン２３１ａ、第２給電ピン２３２ａ及び第２直管形ＬＥＤランプ２００ｂの第１給電
ピン２３１ｂ、第２給電ピン２３２ｂの取り付けを容易にするための一対の回転子３３０
ａ、回転子３３０ｂと、各給電ピンが接触し導通する一対の第１給電用接触金具３４０ａ
、第２給電用接触金具３４０ｂと、コの字形状の接続用接触金具３５０とが収納されてい
る。
【００１８】
　前面カバー３１０は、給電用口金２３０を挿入される側であるカバー前面３１１と、こ
のカバー前面３１１の上端部に立設されているカバー上面３１２と、カバー前面３１１の
側端部に立設されているカバー側面３１３と、このカバー側面３１３と対向する側端部に
立設されているカバー側面３１４と、カバー前面３１１の下端部に立設されているカバー
底面３１５とから構成されている。カバー前面３１１には、一対の開口部３１６ａ、開口
部３１６ｂが円形に開口されている。カバー上面３１２には、第１直管形ＬＥＤランプ２
００ａの第１給電ピン２３１ａ、第２給電ピン２３２ａを挿入される給電ピン挿入孔３１
７ａ及び第２直管形ＬＥＤランプ２００ｂの第１給電ピン２３１ｂ、第２給電ピン２３２
ｂを挿入される給電ピン挿入孔３１７ｂが形成されている。給電ピン挿入孔３１７ａ、給
電ピン挿入孔３１７ｂは、開口部３１６ａ、開口部３１６ｂの外周の一部がそれぞれカバ
ー上面３１２と連通して形成されている。カバー底面３１５には、電源装置５００と接続
するための第１給電用電線１２０ａを挿入される第１給電用速結端子孔３１９ａと、第２
給電用電線１２０ｂを挿入される第２給電用速結端子孔３１９ｂとが開口されている。カ
バー前面３１１の背面側の内壁には、前面カバー側嵌合部３１８が形成されている。カバ
ー底面３１５は、器具本体１００に収納される。なお、前面カバー３１０は成形加工しや
すく、耐候性のある熱可塑性樹脂の絶縁材、例えば、ポリカーボネイドやポリブチレンテ
レフタレートなどから形成される。
【００１９】
　回転子３３０ａは、開口部３１６ａの開口面と対面に配設される。回転子３３０ａは、
開口部３１６ａを塞ぐように取り付けられる受部３３１ａと、受部３３１ａに立設されて
いる円筒部３３２ａと、受部３３１ａを二分して円筒部３３２ａの途中まで連通するよう
に形成された切り欠き部３３３ａとから構成されている。受部３３１ａは、前面カバー３
１０に形成された開口部３１６ａより大きい略円板状に形成されている。切り欠き部３３
３ａは、開口部３１６ａ及び給電ピン挿入孔３１７ａと連通してソケット本体に給電ピン
収納部を形成する。回転子３３０ｂも回転子３３０ａと同様の構成である。なお、回転子
３３０ａ及び回転子３３０ｂは成形加工しやすく、耐候性のある熱可塑性樹脂の絶縁材、
例えば、ポリカーボネイドやポリブチレンテレフタレートなどから形成される。
【００２０】
　背面カバー３２０の背面カバー内壁３２１には、開口部３１６ａ、開口部３１６ｂのそ
れぞれの開口面と対面に円形状の一対の回転案内リブ３２２ａ、回転案内リブ３２２ｂが
一体に設けられ、背面カバー内壁３２１の端部に背面カバー側嵌合部３２３が形成されて
いる。回転案内リブ３２２ａは、回転子３３０ａの円筒部３３２ａの内径より小さく、回
転子３３０ａを嵌め込まれ回転子３３０ａの回転動作の案内し、回転子３３０ａのズレを
抑制する。回転案内リブ３２２ｂも回転案内リブ３２２ａと同様の構成である。背面カバ
ー側嵌合部３２３は、前面カバー３１０に設けられた前面カバー側嵌合部３１８と嵌合さ
れ、ソケット本体を構成する。なお、背面カバー３２０は成形加工しやすく、耐候性のあ
る熱可塑性樹脂の絶縁材、例えば、ポリカーボネイドやポリブチレンテレフタレートなど
から形成される。
【００２１】
　第１給電用接触金具３４０ａは、第１直管形ＬＥＤランプ２００ａの第１給電ピン２３
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１ａのＬ字の軸部と接触する第１給電ピン受部３４１ａと、電源装置５００と接続する第
１給電用電線１２０ａを挿入するための第１給電用速結端子部３４２ａとを備えている。
第１給電ピン受部３４１ａは、回転子３３０ａの円筒部３３２ａの外周面に配設される。
第２給電用接触金具３４０ｂは、第２直管形ＬＥＤランプ２００ｂの第２給電ピン２３２
ｂのＬ字の軸部と接触する第２給電ピン受部３４１ｂと、電源装置５００と接続する第２
給電用電線１２０ｂを挿入するための第２給電用速結端子部３４２ｂとを備えている。第
２給電ピン受部３４１ｂは、回転子３３０ｂの円筒部３３２ｂの外周面に配設される。な
お、第１給電用電線１２０ａ及び第２給電用電線１２０ｂと第１給電用速結端子部３４２
ａ及び第２給電用速結端子部３４２ｂは、第１給電ピン２３１及び第２給電ピン２３２の
どちらを高電圧側として電力供給してもよいので、電源装置５００の高電圧側、低電圧側
の異なる出力にそれぞれ接続されていればよい。なお、第１給電用速結端子部３４２ａ及
び第２給電用速結端子部３４２ｂは、速結端子に限らず、電線を接続できる構造を備えた
電線接続部であればよい。なお、第１給電用接触金具３４０ａ及び第２給電用接触金具３
４０ｂは導電性のある材料、例えば、りん青銅などを折り曲げることにより形成される。
【００２２】
　接続用接触金具３５０は、第１直管形ＬＥＤランプ２００ａの第２給電ピン２３２ａの
Ｌ字の軸部と接触する第２給電ピン受部３５１ａと、第２直管形ＬＥＤランプ２００ｂの
第１給電ピン２３１ｂのＬ字の軸部と接触する第１給電ピン受部３５１ｂとを備えている
。第２給電ピン受部３５１ａは、第１給電用接触金具３４０ａの第１給電ピン受部３４１
ａと共に円筒部３３２ａの外周面を両側から挟むように配設される。同様に、第１給電ピ
ン受部３５１ｂは、第２給電用接触金具３４０ｂの第２給電ピン受部３４１ｂと共に円筒
部３３２ｂの外周面を両側から挟むように配設される。なお、接続用接触金具３５０は導
電性のある材料、例えばりん青銅などをコの字形状に折り曲げることにより形成される。
【００２３】
　図５に示すように第１給電用口金受部３６０ａは、回転案内リブ３２２ａに回転子３３
０ａを回転自在に取り付けられ、開口部３１６ａの切り欠き部３３３ａと連通する給電ピ
ン挿入部を除いて受部３３１ａで塞がれ、円筒部３３２ａの外周面を両側から挟むように
第１給電ピン受部３４１ａと第２給電ピン受部３５１ａを配設されている。第１給電用口
金受部３６０ａには、第１直管形ＬＥＤランプ２００ａの給電用口金２３０ａが着脱自在
である。
【００２４】
　第２給電用口金受部３６０ｂは、回転案内リブ３２２ｂに回転子３３０ｂを回転自在に
取り付けられ、開口部３１６ｂの切り欠き部３３３ｂと連通する給電ピン挿入部を除いて
受部３３１ｂで塞がれ、円筒部３３２ｂの外周面を両側から挟むように第１給電ピン受部
３５１ｂと第２給電ピン受部３４１ｂを配設されている。第２給電用口金受部３６０ｂに
は、第２直管形ＬＥＤランプ２００ｂの給電用口金２３０ｂが着脱自在である。
【００２５】
　給電用ランプソケット３００のカバー底面３１５に開口された第１給電用速結端子孔３
１９ａに電源装置５００の一方の出力側からの第１給電用電線１２０ａを点線に沿って挿
入し、第１給電用速結端子部３４２ａと接続する。また、カバー底面３１５に開口された
第２給電用速結端子孔３１９ｂに電源装置５００の他方の出力側からの第２給電用電線１
２０ｂを点線に沿って挿入し、第２給電用速結端子部３４２ｂと接続する。
【００２６】
　第１給電用口金受部３６０ａへの第１直管形ＬＥＤランプ２００ａの装着について説明
する。第１直管形ＬＥＤランプ２００ａの第１給電ピン２３１ａ及び第２給電ピン２３２
ａを給電ピン挿入孔３１７ａを通して切り欠き部３３３ａに挿入した後、第１直管形ＬＥ
Ｄランプ２００ａを略９０度回転して給電用ランプソケット３００に固定する。第２給電
用口金受部３６０ｂへの第２直管形ＬＥＤランプ２００ｂの第１給電ピン２３１ｂ及び第
２給電ピン２３２ｂの装着についても同様である。
【００２７】
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　図６に示すように第１給電用接触金具３４０ａの第１給電ピン受部３４１ａは、第１給
電ピン２３１ａと接触し、接続用接触金具３５０の第２給電ピン受部３５１ａは、第２給
電ピン２３２ａと接触し、第１直管形ＬＥＤランプ２００ａのＬＥＤモジュール２５０を
介して電気的に接続されている。このとき、各給電ピンのＬ字の掛かり部が、それぞれ第
１給電ピン受部３４１ａ及び第２給電ピン受部３５１ａの背面（背面カバー３２０側）に
引っ掛かり、第１直管形ＬＥＤランプ２００ａのランプ軸方向のズレを防いで給電用ラン
プソケット３００に固定させる。第２直管形ＬＥＤランプ２００ｂについても同様である
。
【００２８】
　第１給電用口金受部３６０ａに取り付けられる第１直管形ＬＥＤランプ２００ａの第２
給電ピン２３２ａと、第２給電用口金受部３６０ｂに取り付けられる第２直管形ＬＥＤラ
ンプ２００ｂの第１給電ピン２３１ｂは、それぞれ第２給電ピン受部３５１ａ及び第１給
電ピン受部３５１ｂに接触し、接続用接触金具３５０を介して電気的に接続されている。
そのため、第１直管形ＬＥＤランプ２００ａと第２直管形ＬＥＤランプ２００ｂが直列に
接続された状態になる。したがって、給電用ランプソケット３００は、電源装置５００か
ら第１給電用電線１２０ａ及び第２給電用電線１２０ｂのみが挿入されるので、速結端子
部の数を少なくでき、電線の挿入に伴う接触不良や接続する電線の数を減らして電線接続
の信頼性を高めることができる。また、接触金具の個数を減らすことができるので、ラン
プソケットの組み立てを容易にすることができる。
【００２９】
　実施の形態２．
　上記実施の形態１の給電用ランプソケット３００では、給電用口金２３０の一対の第１
給電ピン２３１及び第２給電ピン２３２を取り付けるために、第１給電用接触金具３４０
ａ、第２給電用接触金具３４０ｂ、接続用接触金具３５０及び回転子３３０が設けられて
いる。これに対し、実施の形態２の接地用ランプソケット４００は、接地用口金２２０の
１つの接地ピン２２１を取り付けるために各接地用接触金具が設けられ、この各接地用接
触金具のみで接地ピン２２１を固定している。すなわち、実施の形態１と実施の形態２に
は、回転子３３０の有無と速結端子部に接続される電線の本数に差異があり、その他の構
成は同じである。
【００３０】
　以下、図面に基づいて実施の形態２を詳細に説明する。図７は実施の形態２の接地用ラ
ンプソケットの分解斜視図、図８は接地用ランプソケットの接触金具の配置図である。な
お、図中の同一符号は、同一または相当部分を示している。
【００３１】
　図７に示すように接地用ランプソケット４００は、前面カバー４１０と、この前面カバ
ー４１０の背面を塞ぐ背面カバー４２０とで、その外郭を形成する略箱体のソケット本体
を構成されている。ソケット本体の内部には、第１直管形ＬＥＤランプ２００ａの接地ピ
ン２２１ａ及び第２直管形ＬＥＤランプ２００ｂの接地ピン２２１ｂのそれぞれが接触し
導通する一対の第１接地用接触金具４３０ａ、第２接地用接触金具４３０ｂと、接続用接
触金具４４０とが収納されている。
【００３２】
　前面カバー４１０は、接地用口金２２０を挿入される側であるカバー前面４１１と、こ
のカバー前面４１１の上端部に立設されているカバー上面４１２と、カバー前面４１１の
側端部に立設されているカバー側面４１３と、このカバー側面４１３と対向する側端部に
立設されているカバー側面４１４と、カバー前面４１１の下端部に立設されているカバー
底面４１５とから構成されている。カバー前面４１１には、一対の開口部４１６ａ、開口
部４１６ｂが開口されている。カバー上面４１２には、第１直管形ＬＥＤランプ２００ａ
の接地ピン２２１ａを挿入される接地ピン挿入孔４１７ａ及び第２直管形ＬＥＤランプ２
００ｂの接地ピン２２１ｂを挿入される接地ピン挿入孔４１７ｂが形成されている。接地
ピン挿入孔４１７ａ、接地ピン挿入孔４１７ｂは、開口部４１６ａ、開口部４１６ｂの外
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周の一部がカバー上面４１２と連通して形成されている。カバー底面４１５には、接地用
電線１３０を挿入される接地用速結端子孔４１８が開口されている。カバー前面４１１の
背面側の内壁には、前面カバー側嵌合部（図示しない）が形成されている。カバー底面４
１５は、器具本体１００に収納される。なお、前面カバー４１０は成形加工しやすく、耐
候性のある熱可塑性樹脂の絶縁材、例えば、ポリカーボネイドやポリブチレンテレフタレ
ートなどから形成される。
【００３３】
　背面カバー４２０は、背面カバー内壁４２１の端部に背面カバー側嵌合部４２２を形成
されている。この背面カバー側嵌合部４２２は、前面カバー４１０に設けられた前面カバ
ー側嵌合部と嵌合され、ソケット本体を構成する。なお、背面カバー４２０は成形加工し
やすく、耐候性のある熱可塑性樹脂の絶縁材、例えば、ポリカーボネイドやポリブチレン
テレフタレートなどから形成される。
【００３４】
　第１接地用接触金具４３０ａは、第１直管形ＬＥＤランプ２００ａの接地ピン２２１ａ
の掛かり部２２２ａの外周面と接触する接地ピン受部４３１ａと、接地用電線１３０を挿
入するための接地用速結端子部４３２ａとを備えている。接地ピン受部４３１ａは、開口
部４１６ａの側端部に配設される。第２接地用接触金具４３０ｂは、第２直管形ＬＥＤラ
ンプ２００ｂの接地ピン２２１ｂの掛かり部２２２ｂの外周面と接触する接地ピン受部４
３１ｂと、接地用電線１３０を挿入するための接地用速結端子部４３２ｂと、を備えてい
る。接地ピン受部４３１ｂは、開口部４１６ｂの側端部に配設される。なお、第１接地用
接触金具４３０ａ及び第２接地用接触金具４３０ｂは導電性のある材料、例えばりん青銅
などを折り曲げることにより形成される。
【００３５】
　接続用接触金具４４０は、第１直管形ＬＥＤランプ２００ａの接地ピン２２１ａの掛か
り部２２２ａの外周面と接触する接地ピン受部４４１ａと、第２直管形ＬＥＤランプ２０
０ｂの接地ピン２２１ｂの掛かり部２２２ｂの外周面と接触する接地ピン受部４４１ｂと
を備えている。接地ピン受部４４１ａは、第１接地用接触金具４３０ａの接地ピン受部４
３１ａと共に開口部４１６ａの側端部を両側から挟むように配設される。同様に、接地ピ
ン受部４４１ｂは、第２接地用接触金具４３０ｂの接地ピン受部４３１ｂと共に開口部４
１６ｂの側端部を両側から挟むように配設される。なお、接続用接触金具４４０は導電性
のある材料、例えばりん青銅などをコの字形状に折り曲げることにより形成される。
【００３６】
　前面カバー４１０の内側面に形成される第１接地用口金受部には、開口部４１６ａの両
側端部を挟むように、第１接地用接触金具４３０ａの接地ピン受部４３１ａと接続用接触
金具４４０の接地ピン受部４４１ａとが配設されている。第１接地用口金受部には、第１
直管形ＬＥＤランプ２００ａの接地用口金２２０ａが着脱自在である。
【００３７】
　前面カバー４１０の内側面に形成される第２接地用口金受部には、開口部４１６ｂの両
側端部を挟むように、接続用接触金具４４０の接地ピン受部４４１ｂと第２接地用接触金
具４３０ｂの接地ピン受部４３１ｂとが配設されている。第２接地用口金受部には、第２
直管形ＬＥＤランプ２００ｂの接地用口金２２０ｂが着脱自在である。
【００３８】
　図８に示すように接地ピン２２１ａは、第１接地用接触金具４３０ａの接地ピン受部４
３１ａと接続用接触金具４４０の接地ピン受部４４１ａとで掛かり部２２２ａの外周面を
挟まれ固定される。このとき、掛かり部２２２ａの接地ピン受部４３１ａ及び接地ピン受
部４４１ａを外側に押そうとする力が、接地ピン受部４３１ａ及び接地ピン受部４４１ａ
の接地ピン２２１ａを両側から挟みこむ弾性力と釣り合う。これらの力の釣り合いによっ
て、第１直管形ＬＥＤランプ２００ａが接地用ランプソケット４００により確実に固定さ
れる。接地ピン２２１ｂについても同様である。
【００３９】
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　第１接地用口金受部に取り付けられる第１直管形ＬＥＤランプ２００ａの接地ピン２２
１ａと、第２接地用口金受部に取り付けられる第２直管形ＬＥＤランプ２００ｂの接地ピ
ン２２１ｂは、それぞれ接地ピン受部４４１ａ及び接地ピン受部４４１ｂに接触し、接続
用接触金具４４０を介して電気的に接続されている。そのため、第１直管形ＬＥＤランプ
２００ａの接地ピン２２１ａ及び第２直管形ＬＥＤランプ２００ｂの接地ピン２２１ｂに
接続されているそれぞれの放熱部２４０がアース接地された状態になる。接地用ランプソ
ケット４００からのアース接地は、接地用速結端子部４３２ａ（ないし接地用速結端子部
４３２ｂのいずれか一方）だけ接地用電線１３０と接続すればよいので、速結端子部の数
を１箇所に減らすことができる。したがって、接地用ランプソケット４００は、接地用電
線１３０のみが接続されるので、連結端子部の数を少なくでき、電線の挿入に伴う接触不
良や接続する電線の数を減らして電線接続の信頼性を高めることができる。なお、第２接
地用接触金具４３０ｂは、接地ピン２２１ｂを第２接地用口金受部に固定できればよく、
電気的に接続される必要はないので、導電性のない材料を用いてもよい。また、第２接地
用接触金具４３０ｂは、電線を接続しないので接地用速結端子部４３２ｂを設けなくても
よい。接地用速結端子部４３２ａと接地用速結端子部４３２ｂに同じ部品を用いる場合、
金型等の共通化を図ることができ、部品の製造及び管理を容易にすることができる。
【００４０】
　本発明の照明器具１０００に直管形ＬＥＤランプ２００を取り付ける際には、第１接地
用口金受部及び第２接地用口金受部に接地ピン２２１を挿入するだけで接地用接触金具に
接触するため、第１給電ピン２３１、第２給電ピン２３２がそれぞれの給電用接触金具に
接触するよりも必ず先に接地ピン２２１が接地用接触金具に接触する構造となっている。
【００４１】
　実施の形態３．
　上記実施の形態２の接地用ランプソケット４００では、接地用口金２２０の接地ピン２
２１を取り付けるために、第１接地用接触金具４３０ａ、第２接地用接触金具４３０ｂ及
び接続用接触金具４４０が設けられている。これに対し、実施の形態３の接地用ランプソ
ケット４００は、接地ピン２２１を取り付けるために１個の接地用接触金具のみで接地ピ
ン２２１を固定している。すなわち、実施の形態２と実施の形態３には、接地用ランプソ
ケット４００の内蔵する接地用接触金具の数に差異があり、その他の構成は同じである。
【００４２】
　以下、図面に基づいて実施の形態３を詳細に説明する。図９は接地用ランプソケットの
接触金具の配置図である。なお、図中の同一符号は、同一または相当部分を示している。
【００４３】
　図９に示すように接地ピン２２１ａは、接地用接触金具４５０の接地ピン受部４５２ａ
と接地ピン受部４５１ａとで掛かり部２２２ａの外周面を挟むことにより固定される。ま
た、接地ピン２２１ｂは、接地用接触金具４５０の接地ピン受部４５１ｂと接地ピン受部
４５２ｂとで掛かり部２２２ｂを挟まれ固定される。接地ピン２２１ａと接地ピン２２１
ｂは、接地用接触金具４５０を介して接地用速結端子部４５３に挿入された接地用電線１
３０と電気的に接続されアース接地される。実施の形態３によれば、実施の形態２と比べ
て接地用接触金具の数を３個から１個にすることができるので、接地用ランプソケット４
００の部品数を減らし、部品の製造及び管理を容易にすることができる。なお、接地用接
触金具４５０は導電性のある材料、例えばりん青銅などを折り曲げることにより形成され
る。
【００４４】
　実施の形態４．
　上記実施の形態２の接地用ランプソケット４００では、接地用口金２２０の接地ピン２
２１を取り付けるために、第１接地用接触金具４３０ａ、第２接地用接触金具４３０ｂ及
び接続用接触金具４４０が設けられている。これに対し、実施の形態４の接地用ランプソ
ケット４００は、接地ピン２２１を取り付けるために１個の接地用接触金具と２個の接地
ピン固定具で接地ピン２２１を固定している。すなわち、実施の形態２と実施の形態４に
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は、接地用接触金具の数と接地ピン固定具の有無に差異があり、その他の構成は同じであ
る。
【００４５】
　以下、図面に基づいて実施の形態４を詳細に説明する。図１０は接地用ランプソケット
の接触金具の配置図である。なお、図中の同一符号は、同一または相当部分を示している
。
【００４６】
　図１０に示すように接地ピン２２１ａは、接地ピン固定具４７０ａの接地ピン受部４７
１ａと接地用接触金具４６０の接地ピン受部４６１ａとで掛かり部２２２ａの外周面を挟
まれ固定される。また、接地ピン２２１ｂは、接地用接触金具４６０の接地ピン受部４６
１ｂと接地ピン固定具４７０ｂの接地ピン受部４７１ｂとで掛かり部２２２ｂを挟まれ固
定される。接地ピン２２１ａと接地ピン２２１ｂは、接地用接触金具４６０を介して接地
用速結端子部４６２に挿入された接地用電線１３０と電気的に接続されアース接地される
。接地ピン固定具４７０ａ及び接地ピン固定具４７０ｂは、接地ピン２２１を固定できれ
ばよく、導電性のない材料を用いてもよい。また、接地ピン固定具４７０ａ及び接地ピン
固定具４７０ｂは、接地用ランプソケット４００の外郭を構成する前面カバー４１０及び
背面カバー４２０の製造の際に一体的に成形してもよい。実施の形態４によれば、実施の
形態２と比べて接地用接触金具の数を３個から１個にすることができるので、接地用ラン
プソケット４００の金属部品の数を減らし、部品の製造及び管理を容易にすることができ
る。なお、接地用接触金具４６０は導電性のある材料、例えばりん青銅などを折り曲げる
ことにより形成される。
【００４７】
　実施の形態５．
　上記実施の形態１の給電用ランプソケット３００は、直管形ＬＥＤランプ２００を２本
装着することができるランプソケットである。これに対し、実施の形態５の給電用ランプ
ソケット３００は、直管形ＬＥＤランプ２００を３本装着することができるランプソケッ
トである。この給電用ランプソケット３００は、実施の形態１の給電用ランプソケット３
００に第３直管形ＬＥＤランプ２００ｃを取り付けるために第２接続用接触金具３５０ｂ
、前面カバー３１０の開口部３１６ｃ、給電ピン挿入孔３１７ｃ、背面カバー３２０の回
転案内リブ３２２ｃ及び回転子３３０ｃなどを追加したものであり、その他の構成は同じ
ものである。
【００４８】
　以下、図面に基づいて実施の形態５を詳細に説明する。図１１は実施の形態５の給電用
ランプソケットの分解斜視図、図１２は給電用ランプソケットの接触金具の配置図である
。なお、図中の同一符号は、同一または相当部分を示している。
【００４９】
　図１１に示すように給電用ランプソケット３００のソケット本体の内部には、第１直管
形ＬＥＤランプ２００ａの第１給電ピン２３１ａ、第２給電ピン２３２ａ及び第２直管形
ＬＥＤランプ２００ｂの第１給電ピン２３１ｂ、第２給電ピン２３２ｂ及び第３直管形Ｌ
ＥＤランプ２００ｃの第１給電ピン２３１ｃ、第２給電ピン２３２ｃの取り付けを容易に
するための回転子３３０ａ、回転子３３０ｂ及び回転子３３０ｃと、各給電ピンが接触し
導通する一対の第１給電用接触金具３４０ａ、第２給電用接触金具３４０ｂと、コの字形
状の第１接続用接触金具３５０ａ、第２接続用接触金具３５０ｂとが収納されている。
【００５０】
　前面カバー３１０のカバー前面３１１には、開口部３１６ａ、開口部３１６ｂ及び開口
部３１６ｃが円形に開口されている。カバー上面３１２には、第１直管形ＬＥＤランプ２
００ａの第１給電ピン２３１ａ、第２給電ピン２３２ａを挿入される給電ピン挿入孔３１
７ａ、第２直管形ＬＥＤランプ２００ｂの第１給電ピン２３１ｂ、第２給電ピン２３２ｂ
を挿入される給電ピン挿入孔３１７ｂ及び第３直管形ＬＥＤランプ２００ｃの第１給電ピ
ン２３１ｃ、第２給電ピン２３２ｃを挿入される給電ピン挿入孔３１７ｃが形成されてい
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る。給電ピン挿入孔３１７ａ、給電ピン挿入孔３１７ｂ及び給電ピン挿入孔３１７ｃは、
開口部３１６ａ、開口部３１６ｂ及び開口部３１６ｃの外周の一部がそれぞれカバー上面
３１２と連通して形成されている。
【００５１】
　回転子３３０ｃは、実施の形態１の回転子３３０ａ及び回転子３３０ａｂと同様の構成
である。
【００５２】
　背面カバー３２０の背面カバー内壁３２１には、開口部３１６ａ、開口部３１６ｂ及び
開口部３１６ｃのそれぞれの開口面と対面に円形状の一対の回転案内リブ３２２ａ、回転
案内リブ３２２ｂ及び回転案内リブ３２２ｃが一体に設けられている。回転案内リブ３２
２ｃは、実施の形態１の回転案内リブ３２２ａ及び回転案内リブ３２２ｂと同様の構成で
ある。
【００５３】
　第１接続用接触金具３５０ａは、第１直管形ＬＥＤランプ２００ａの第２給電ピン２３
２ａのＬ字の軸部と接触する第２給電ピン受部３５１ａａと、第３直管形ＬＥＤランプ２
００ｃの第１給電ピン２３１ｃのＬ字の軸部と接触する第１給電ピン受部３５１ａｃとを
備えている。第２給電ピン受部３５１ａａは、第１給電用接触金具３４０ａの第１給電ピ
ン受部３４１ａと共に円筒部３３２ａの外周面を両側から挟むように配設される。第１給
電ピン受部３５１ａｃは、円筒部３３２ｂの外周面に配設される。なお、第１接続用接触
金具３５０ａは導電性のある材料、例えばりん青銅などをコの字形状に折り曲げることに
より形成される。
【００５４】
　第２接続用接触金具３５０ｂは、第３直管形ＬＥＤランプ２００ｃの第２給電ピン２３
２ｃのＬ字の軸部と接触する第２給電ピン受部３５１ｂｃと、第２直管形ＬＥＤランプ２
００ｂの第１給電ピン２３１ｂのＬ字の軸部と接触する第１給電ピン受部３５１ｂｂとを
備えている。第２給電ピン受部３５１ｂｃは、第１接続用接触金具３５０ａの第１給電ピ
ン受部３５１ａｃと共に円筒部３３２ｃの外周面を両側から挟むように配設される。同様
に、第１給電ピン受部３５１ｂｂは、第２給電用接触金具３４０ｂの第２給電ピン受部３
４１ｂと共に円筒部３３２ｂの外周面を両側から挟むように配設される。なお、第２接続
用接触金具３５０ｂは導電性のある材料、例えばりん青銅などをコの字形状に折り曲げる
ことにより形成される。
【００５５】
　第１給電用口金受部３６０ａは、回転案内リブ３２２ａに回転子３３０ａを回転自在に
取り付けられ、開口部３１６ａの切り欠き部３３３ａと連通する給電ピン挿入部を除いて
受部３３１ａで塞がれ、円筒部３３２ａの外周面を両側から挟むように第１給電ピン受部
３４１ａと第２給電ピン受部３５１ａａを配設されている。第１給電用口金受部３６０ａ
には、第１直管形ＬＥＤランプ２００ａの給電用口金２３０ａが着脱自在である。
【００５６】
　第２給電用口金受部３６０ｂは、回転案内リブ３２２ｂに回転子３３０ｂを回転自在に
取り付けられ、開口部３１６ｂの切り欠き部３３３ｂと連通する給電ピン挿入部を除いて
受部３３１ｂで塞がれ、円筒部３３２ｂの外周面を両側から挟むように第１給電ピン受部
３５１ｂｂと第２給電ピン受部３４１ｂを配設されている。第２給電用口金受部３６０ｂ
には、第２直管形ＬＥＤランプ２００ｂの給電用口金２３０ｂが着脱自在である。
【００５７】
　第３給電用口金受部３６０ｃは、回転案内リブ３２２ｃに回転子３３０ｃを回転自在に
取り付けられ、開口部３１６ｃの切り欠き部３３３ｃと連通する給電ピン挿入部を除いて
受部３３１ｃで塞がれ、円筒部３３２ｃの外周面を両側から挟むように第１給電ピン受部
３５１ａｃと第２給電ピン受部３５１ｂｃを配設されている。第３給電用口金受部３６０
ｃには、第３直管形ＬＥＤランプ２００ｃの給電用口金２３０ｃが着脱自在である。
【００５８】
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　図１２に示すように第１給電用接触金具３４０ａの第１給電ピン受部３４１ａは、第１
給電ピン２３１ａと接触し、第１接続用接触金具３５０ａの第２給電ピン受部３５１ａａ
は、第２給電ピン２３２ａと接触し、第１直管形ＬＥＤランプ２００ａのＬＥＤモジュー
ル２５０ａを介して電気的に接続されている。第１接続用接触金具３５０ａの第１給電ピ
ン受部３５１ａｃは、第１給電ピン２３１ｃと接触し、第２接続用接触金具３５０ｂの第
２給電ピン受部３５１ｂｃは、第２給電ピン２３２ｃと接触し、第３直管形ＬＥＤランプ
２００ｃのＬＥＤモジュール２５０ｃを介して電気的に接続されている。第２接続用接触
金具３５０ｂの第１給電ピン受部３５１ｂｂは、第１給電ピン２３１ｂと接触し、第２給
電用接触金具３４０ｂの第２給電ピン受部３４１ｂは、第２給電ピン２３２ｂと接触し、
第２直管形ＬＥＤランプ２００ｂのＬＥＤモジュール２５０ｂを介して電気的に接続され
ている。
【００５９】
　第１給電用口金受部３６０ａに取り付けられる第１直管形ＬＥＤランプ２００ａの第２
給電ピン２３２ａと、第３給電用口金受部３６０ｃに取り付けられる第３直管形ＬＥＤラ
ンプ２００ｃの第１給電ピン２３１ｃは、それぞれ第２給電ピン受部３５１ａａ及び第１
給電ピン受部３５１ａｃに接触し、第１接続用接触金具３５０ａを介して電気的に接続さ
れている。また、第３給電用口金受部３６０ｃに取り付けられる第３直管形ＬＥＤランプ
２００ｃの第２給電ピン２３２ｃと、第２給電用口金受部３６０ｂに取り付けられる第２
直管形ＬＥＤランプ２００ｂの第１給電ピン２３１ｂは、それぞれ第２給電ピン受部３５
１ｂｃ及び第１給電ピン受部３５１ｂｂに接触し、第２接続用接触金具３５０ｂを介して
電気的に接続されている。そのため、第１直管形ＬＥＤランプ２００ａと第２直管形ＬＥ
Ｄランプ２００ｂと第３直管形ＬＥＤランプ２００ｃが直列に接続された状態になる。し
たがって、給電用ランプソケット３００は、直管形ＬＥＤランプ２００を３本装着するこ
とができるとともに、給電用電線の挿入される速結端子部の数を少なくでき、電線の挿入
に伴う接触不良や接続する電線の数を減らして電線接続の信頼性を高めることができる。
【００６０】
　このように、２本の直管形ＬＥＤランプ２００の第２給電ピン２３２と第１給電ピン２
３１を電気的に接続する接触金具を増やすことによって、直管形ＬＥＤランプ２００を４
本以上装着できる給電用ランプソケットに対応できる。
【００６１】
　実施の形態６．
　上記実施の形態２の接地用ランプソケット４００は、直管形ＬＥＤランプ２００を２本
装着することができるランプソケットである。これに対し、実施の形態６の接地用ランプ
ソケット４００は、直管形ＬＥＤランプ２００を３本装着することができるランプソケッ
トである。この接地用ランプソケット４００では、実施の形態２の接地用ランプソケット
４００に第３直管形ＬＥＤランプ２００ｃを取り付けるために第２接続用接触金具４４０
ｂなどを追加したものであり、その他の構成は同じものである。
【００６２】
　以下、図面に基づいて実施の形態６を詳細に説明する。図１３は実施の形態６の接地用
ランプソケットの分解斜視図、図１４は接地用ランプソケットの接触金具の配置図である
。なお、図中の同一符号は、同一または相当部分を示している。
【００６３】
　図１３に示すように接地用ランプソケット４００のソケット本体の内部には、第１直管
形ＬＥＤランプ２００ａの接地ピン２２１ａ、第２直管形ＬＥＤランプ２００ｂの接地ピ
ン２２１ｂ及び第３直管形ＬＥＤランプ２００ｃの接地ピン２２１ｃのそれぞれが接触し
導通する第１接地用接触金具４３０ａ、第２接地用接触金具４３０ｂと、コの字形状の第
１接続用接触金具４４０ａ、第２接続用接触金具４４０ｂとが収納されている。
【００６４】
　前面カバー４１０のカバー前面４１１には、開口部４１６ａ、開口部４１６ｂ及び開口
部４１６ｃが開口されている。カバー上面４１２には、第１直管形ＬＥＤランプ２００ａ
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の接地ピン２２１ａを挿入される接地ピン挿入孔４１７ａ、第２直管形ＬＥＤランプ２０
０ｂの接地ピン２２１ｂを挿入される接地ピン挿入孔４１７ｂ及び第３直管形ＬＥＤラン
プ２００ｃの接地ピン２２１ｃを挿入される接地ピン挿入孔４１７ｃが形成されている。
接地ピン挿入孔４１７ａ、接地ピン挿入孔４１７ｂ及び接地ピン挿入孔４１７ｃは、開口
部４１６ａ、開口部４１６ｂ及び開口部４１６ｃの外周の一部がカバー上面４１２と連通
して形成されている。
【００６５】
　第１接続用接触金具４４０ａは、第１直管形ＬＥＤランプ２００ａの接地ピン２２１ａ
の掛かり部２２２ａの外周面と接触する接地ピン受部４４１ａａと、第３直管形ＬＥＤラ
ンプ２００ｃの接地ピン２２１ｃの掛かり部２２２ｃの外周面と接触する接地ピン受部４
４１ａｃとを備えている。接地ピン受部４４１ａａは、第１接地用接触金具４３０ａの接
地ピン受部４３１ａと共に開口部４１６ａの側端部を両側から挟むように配設される。接
地ピン受部４４１ａｃは、開口部４１６ｃの側端部に配設される。なお、第１接続用接触
金具４４０ａは導電性のある材料、例えばりん青銅などをコの字形状に折り曲げることに
より形成される。
【００６６】
　第２接続用接触金具４４０ｂは、第３直管形ＬＥＤランプ２００ｃの接地ピン２２１ｃ
の掛かり部２２２ｃの外周面と接触する接地ピン受部４４１ｂｃと、第２直管形ＬＥＤラ
ンプ２００ｂの接地ピン２２１ｂの掛かり部２２２ｂの外周面と接触する接地ピン受部４
４１ｂｂとを備えている。接地ピン受部４４１ｂｃは、第１接続用接触金具４４０ａの接
地ピン受部４４１ａｃと共に開口部４１６ｃの側端部を両側から挟むように配設される。
接地ピン受部４４１ｂｂは、開口部４１６ｂの側端部に配設される。なお、第２接続用接
触金具４４０ｂは導電性のある材料、例えばりん青銅などをコの字形状に折り曲げること
により形成される。
【００６７】
　前面カバー４１０の内側面に形成される第１接地用口金受部（図示しない）には、開口
部４１６ａの両側端部を挟むように、第１接地用接触金具４３０ａの接地ピン受部４３１
ａと第１接続用接触金具４４０ａの接地ピン受部４４１ａａとが配設されている。第１接
地用口金受部には、第１直管形ＬＥＤランプ２００ａの接地用口金２２０ａが着脱自在で
ある。
【００６８】
　前面カバー４１０の内側面に形成される第２接地用口金受部（図示しない）には、開口
部４１６ｂの両側端部を挟むように、第２接続用接触金具４４０ｂの接地ピン受部４４１
ｂｂと第２接地用接触金具４３０ｂの接地ピン受部４３１ｂとが配設されている。第２接
地用口金受部には、第２直管形ＬＥＤランプ２００ｂの接地用口金２２０ｂが着脱自在で
ある。
【００６９】
　前面カバー４１０の内側面に形成される第３接地用口金受部（図示しない）には、開口
部４１６ｃの両側端部を挟むように、第１接続用接触金具４４０ａの接地ピン受部４４１
ａｃと第２接続用接触金具４４０ｂの接地ピン受部４４１ｂｃとが配設されている。第３
接地用口金受部には、第３直管形ＬＥＤランプ２００ｃの接地用口金２２０ｃが着脱自在
である。
【００７０】
　図１４に示すように第１接地用接触金具４３０ａの接地ピン受部４３１ａは、接地ピン
２２１ａと接触し、第１接続用接触金具４４０ａの接地ピン受部４４１ａａは、接地ピン
２２１ａと接触し、第１直管形ＬＥＤランプ２００ａの接地ピン２２１ａを介して電気的
に接続されている。第１接続用接触金具４４０ａの接地ピン受部４４１ａｃは、接地ピン
２２１ｃと接触し、第２接続用接触金具４４０ｂの接地ピン受部４４１ｂｃは、接地ピン
２２１ｃと接触し、第３直管形ＬＥＤランプ２００ｃの接地ピン２２１ｃを介して電気的
に接続されている。第２接続用接触金具４４０ｂの接地ピン受部４４１ｂｂは、接地ピン
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２２１ｂと接触し、第２接地用接触金具４３０ｂの接地ピン受部４３１ｂは、接地ピン２
２１ｂと接触し、第２直管形ＬＥＤランプ２００ｂの接地ピン２２１ｂを介して電気的に
接続されている。
【００７１】
　第１接地用口金受部に取り付けられる第１直管形ＬＥＤランプ２００ａの接地ピン２２
１ａと、第３接地用口金受部に取り付けられる第３直管形ＬＥＤランプ２００ｃの接地ピ
ン２２１ｃは、それぞれ接地ピン受部４４１ａａ及び接地ピン受部４４１ａｃに接触し、
第１接続用接触金具４４０ａを介して電気的に接続されている。また、第３接地用口金受
部に取り付けられる第３直管形ＬＥＤランプ２００ｃの接地ピン２２１ｃと、第２接地用
口金受部に取り付けられる第２直管形ＬＥＤランプ２００ｂの接地ピン２２１ｂは、それ
ぞれ第２接地ピン受部４４１ｂｃ及び接地ピン受部４４１ｂｂに接触し、第２接続用接触
金具４４０ｂを介して電気的に接続されている。そのため、第１直管形ＬＥＤランプ２０
０ａと第２直管形ＬＥＤランプ２００ｂと第３直管形ＬＥＤランプ２００ｃの各接地ピン
が直列に接続された状態になる。したがって、接地用ランプソケット４００は、直管形Ｌ
ＥＤランプ２００を３本装着することができるとともに、接地用電線の挿入される速結端
子部の数を少なくでき、電線の挿入に伴う接触不良や接続する電線の数を減らして電線接
続の信頼性を高めることができる。
【００７２】
　このように、２本の直管形ＬＥＤランプ２００の接地ピン２２１同士を電気的に接続す
る接触金具を増やすことによって、直管形ＬＥＤランプ２００を４本以上装着できる接地
用ランプソケットに対応できる。
【００７３】
　実施の形態１～実施の形態６では、電源装置５００から直流電力を供給されて点灯する
直管形ＬＥＤランプ２００が装着されるランプソケットについて説明したが、本発明のラ
ンプソケットの構成に対応するランプ及び電源装置であれば、ＬＥＤでなく有機ＥＬなど
を光源とした直管形ランプでもよいし、交流電力で点灯するランプと交流電力を供給する
電源装置、あるいは商用電源を直接ランプに供給するものでもよい。また、複数のランプ
の口金を並べて配設されるランプソケットであれば、本発明を適用できるので、ランプの
形状は直管形に限らず、環状蛍光灯形やコンパクト蛍光灯形などの形状であってもよい。
【００７４】
　実施の形態７．
　図１６は、本実施の形態の接地用ランプソケット４００の斜視図である。図１７は、接
地用ランプソケット４００の分解斜視図である。図１８は、接地用接触金具４９０の正面
図である。
【００７５】
　接地用ランプソケット４００は、実施の形態２～４と同様に、接地ピン２２１が突出す
る直管形ＬＥＤランプ２００（直管形ランプの例）の接地用口金２２０を複数装着するた
めのものである。
【００７６】
　図１６及び図１７に示すように、接地用ランプソケット４００は、前面カバー４１０（
ソケット本体）と、この前面カバー４１０に収納される接地用接触金具４９０（導電金具
）と、この接地用接触金具４９０を覆うように、前面カバー４１０に取り付けられる背面
カバー４２０とを備える。
【００７７】
　まず、図１６及び図１７を用いて、前面カバー４１０及び背面カバー４２０について説
明する。なお、前面カバー４１０及び背面カバー４２０は、実施の形態２～４と同様のも
のであるため、詳細な説明は省く。
【００７８】
　前面カバー４１０は、直管形ＬＥＤランプ２００の接地用口金２２０（図２参照）をそ
れぞれ１つずつ受ける受金部４８１ａ，４８１ｂ（口金受部）と、器具本体１００（図１
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参照）に取り付けられる取付部４８２とを有する。
【００７９】
　受金部４８１ａは、第１直管形ＬＥＤランプ２００ａの接地用口金２２０を装着するた
めのものである。受金部４８１ａには、第１直管形ＬＥＤランプ２００ａの接地用口金２
２０に設けられる接地ピン２２１ａ（アースピン）が挿入される接地ピン挿入孔４１７ａ
（スリット）が形成されている。また、受金部４８１ａには、第１直管形ＬＥＤランプ２
００ａの接地用口金２２０の装着時に接地用口金２２０の接地ピン２２１ａが貫通する開
口部４１６ａが形成されている。
【００８０】
　受金部４８１ｂは、第２直管形ＬＥＤランプ２００ｂの接地用口金２２０を装着するた
めのものである。受金部４８１ｂには、第２直管形ＬＥＤランプ２００ｂの接地用口金２
２０に設けられる接地ピン２２１ｂ（アースピン）が挿入される接地ピン挿入孔４１７ｂ
（スリット）が形成されている。また、受金部４８１ｂには、第２直管形ＬＥＤランプ２
００ｂの接地用口金２２０の装着時に接地用口金２２０の接地ピン２２１ｂが貫通する開
口部４１６ｂが形成されている。
【００８１】
　隣接する受金部４８１ａ，４８１ｂの内部空間は、互いに連通している。
【００８２】
　取付部４８２には、接地用電線１３０（アース線）（図７参照）が挿入される接地用速
結端子孔４１８（アース線挿入孔）が形成されている。
【００８３】
　背面カバー４２０は、前面カバー４１０の背面側に取り付けられ、接地用接触金具４９
０を前面カバー４１０内に固定する。
【００８４】
　次に、図１７及び図１８を用いて、接地用接触金具４９０について説明する。ここでは
、接地用接触金具４９０について、主に実施の形態３の接地用接触金具４５０との差異を
説明する。
【００８５】
　接地用接触金具４９０は、一体に形成され、受金部４８１ａ，４８１ｂの内部空間の連
通する部分を介して受金部４８１ａ，４８１ｂに跨って収納される。接地用接触金具４９
０は、接地用口金２２０の装着時に受金部４８１ａ，４８１ｂのそれぞれに装着された接
地用口金２２０の接地ピン２２１ａ，２２１ｂの開口部４１６ａ，４１６ｂを貫通する部
分と接触する。
【００８６】
　接地用接触金具４９０は、略Ｙ字状に形成される導電板４９４と、この導電板４９４の
上側両端部（Ｙ字の上側先端部分）に形成される接地ピン受部４９１ａ，４９１ｂ，４９
２ａ，４９２ｂ（接触片）（立設部の例）と、導電板４９４の下側端部（Ｙ字の下側先端
部分）に形成される接地用速結端子部４９３とを有する。
【００８７】
　導電板４９４は、受金部４８１ａ，４８１ｂの内部空間の連通する部分に配設される板
状部材４９６と、板状部材４９６から受金部４８１ａに延設される延設部４９７ａと、受
金部４８１ｂに延設される延設部４９７ｂとからなる。
【００８８】
　接地ピン受部４９１ａ，４９２ａは、受金部４８１ａに装着される接地用口金２２０の
接地ピン２２１ａの開口部４１６ａを貫通する方向と平行に延設部４９７ａの先端から立
設される。接地ピン受部４９１ａ，４９２ａは、接地用口金２２０の装着時に、受金部４
８１ａに装着された接地用口金２２０の接地ピン２２１ａの開口部４１６ａを貫通する部
分と接触する。同様に、接地ピン受部４９１ｂ，４９２ｂは、受金部４８１ｂに装着され
る接地用口金２２０の接地ピン２２１ｂの開口部４１６ｂを貫通する方向と平行に延設部
４９７ｂの先端から立設される。接地ピン受部４９１ｂ，４９２ｂは、接地用口金２２０
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の装着時に、受金部４８１ｂに装着された接地用口金２２０の接地ピン２２１ｂの開口部
４１６ｂを貫通する部分と接触する。
【００８９】
　接地用接触金具４９０は、板状部材４９６及び延設部４９７ａ，４９７ｂ（即ち、導電
板４９４）と、接地ピン受部４９１ａ，４９１ｂ，４９２ａ，４９２ｂと、接地用電線１
３０が接続される接地用速結端子部４９３とが一体に形成されたものである。本実施の形
態では、接地用接触金具４９０は、１枚の平板を折り曲げ加工して一体に形成されている
。そのため、接地用接触金具４９０は、容易かつ低コストで製造できる。なお、接地用接
触金具４９０は、折り曲げ加工以外の方法で一体に形成されていてもよい。
【００９０】
　接地ピン受部４９１ａ，４９１ｂ，４９２ａ，４９２ｂは、導電板４９４の側面側から
延出され、直角方向に折り曲げられて形成される接触部４９５ａと、この接触部４９５ａ
の両側辺から導電板４９４方向に湾曲して形成されて弾性を有する弾性支持部４９５ｂと
を有する。なお、本実施の形態では、導電板４９４に対して４つの接地ピン受部４９１ａ
，４９１ｂ，４９２ａ，４９２ｂが形成されているが、接地ピン受部の数は適宜変更可能
である。例えば、導電板４９４に対して２つの接地ピン受部４９１ａ，４９２ｂのみを形
成し、他の２つの接地ピン受部４９１ｂ，４９２ａに相当する部分に、実施の形態４の接
地ピン固定具４７０ａ，４７０ｂの接地ピン受部４７１ａ，４７１ｂと同様のものを設け
てもよい。
【００９１】
　接地用速結端子部４９３は、導電板４９４の端部から直角方向に折り曲げられ、さらに
３４０°～３５０°折り返されて形成される。接地用接触金具４９０が前面カバー４１０
に収納された状態において、導電板４９４の端部から直角方向に折り曲げられた部分の近
傍には、接地用速結端子孔４１８が位置する。この接地用速結端子孔４１８に挿入される
接地用電線１３０を接地用速結端子部４９３の端部先端部分が導電板４９４に押し当てて
、接地用電線１３０と導電板４９４（接地用速結端子部４９３）とを電気的、機械的に結
合させる。
【００９２】
　次に、第１直管形ＬＥＤランプ２００ａを接地用ランプソケット４００に取り付ける（
接地ピン２２１ａを接地用接触金具４９０に電気接続させる）過程について説明する。
【００９３】
　第１直管形ＬＥＤランプ２００ａの接地ピン２２１ａの先端には、小判形（楕円状）の
掛かり部２２２ａが形成されている（図２参照）。この掛かり部２２２ａの幅狭部分が、
向かい合う接地ピン受部４９１ａ，４９２ａの接触部４９５ａ同士の間に挟まれるように
（掛かり部２２２ａの楕円の長径が図１８の縦方向、短径が図１８の横方向を向くように
）、接地ピン２２１ａが接地ピン受部４９１ａ，４９２ａの間に挿入される。
【００９４】
　この状態になったとき、第１直管形ＬＥＤランプ２００ａを軸周りに９０°回転させる
と、接地ピン２２１ａの幅広部分が接地ピン受部４９１ａ，４９２ａの弾性支持部４９５
ｂを押し広げながら回転し、最終的に接地ピン受部４９１ａ，４９２ａの接触部４９５ａ
に接触する（掛かり部２２２ａの楕円の長径は図１８の横方向、短径は図１８の縦方向を
向く）。このとき、接地ピン受部４９１ａ，４９２ａの４つの弾性支持部４９５ｂが接地
ピン２２１ａに弾性接触し、接地ピン２２１ａを保持する。
【００９５】
　上記のように、接地ピン受部４９１ａ，４９２ａ（接触部４９５ａ、弾性支持部４９５
ｂ）が、接地ピン２２１ａに接触することにより、第１直管形ＬＥＤランプ２００ａが保
持されるとともに、導電板４９４と接地用速結端子部４９３とを介して接地用電線１３０
と接地ピン２２１ａとが電気的に接続される。
【００９６】
　第２直管形ＬＥＤランプ２００ｂを接地用ランプソケット４００に取り付ける（接地ピ
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ン２２１ｂを接地用接触金具４９０に電気接続させる）過程については、第１直管形ＬＥ
Ｄランプ２００ａを接地用ランプソケット４００に取り付ける（接地ピン２２１ａを接地
用接触金具４９０に電気接続させる）過程と同様であるため、説明を省く。
【００９７】
　接地用接触金具４９０は、接地用速結端子部４９３と、導電板４９４と、４つの接地ピ
ン受部４９１ａ，４９１ｂ，４９２ａ，４９２ｂとを一体的に加工して製造することによ
り、接地用速結端子部４９３に接続される接地用電線１３０を１本にすることができ、配
線数を最小とすることができる。
【００９８】
　また、接地ピン受部４９１ａ，４９１ｂ，４９２ａ，４９２ｂを導電板４９４の先端部
分の側辺から折り曲げて形成することにより、実施の形態３の接地用接触金具４５０と比
して、接地用接触金具４９０を容易に製造することができる。
【００９９】
　実施の形態３の接地用接触金具４５０を示す図９のような折り曲げ加工により接地ピン
受部４５１ａ，４５１ｂ，４５２ａ，４５２ｂを形成すると、直管形ＬＥＤランプ２００
の接地ピン２２１の軸方向における接地ピン受部４５１ａ，４５１ｂの位置と接地ピン受
部４５２ａ，４５２ｂの位置とがずれることになる。そのため、接地ピン２２１の軸方向
における接地ピン２２１の掛かり部２２２の長さに対して接地ピン受部４５１ａ，４５１
ｂ，４５２ａ，４５２ｂの長さが短くなり、掛かり部２２２と接地ピン受部４５１ａ，４
５１ｂ，４５２ａ，４５２ｂとの接触面積に制限がある。これに対し、本実施の形態の接
地用接触金具４９０を示す図１８のような折り曲げ加工により接地ピン受部４９１ａ，４
９１ｂ，４９２ａ，４９２ｂを形成すると、直管形ＬＥＤランプ２００の接地ピン２２１
の軸方向における接地ピン受部４９１ａ，４９１ｂ，４９２ａ，４９２ｂの長さを自由に
とることができる。そのため、接地ピン２２１の軸方向における接地ピン２２１の掛かり
部２２２の長さに対して接地ピン受部４９１ａ，４９１ｂ，４９２ａ，４９２ｂの長さを
同じか又は長くすることができ、掛かり部２２２と接地ピン受部４９１ａ，４９１ｂ，４
９２ａ，４９２ｂとの接触面積を（接地ピン２２１の軸方向において）最大化できる。
【０１００】
　つまり、接地ピン受部４９１ａ，４９１ｂ，４９２ａ，４９２ｂを導電板４９４の先端
部分の側辺から折り曲げて形成することにより、実施の形態３の接地用接触金具４５０と
比して、直管形ＬＥＤランプ２００の接地ピン２２１と、接地ピン受部４９１ａ，４９１
ｂ，４９２ａ，４９２ｂとの接触面積を大きくすることができるので、より確実に直管形
ＬＥＤランプ２００を接地することができ、また、直管形ＬＥＤランプ２００を安定して
固定させることができる。
【０１０１】
　以上説明したように、本実施の形態では、接地用ランプソケット４００が、略Ｙ字状か
つ帯状に形成される板状の導電部と、この導電部の両側の先端部分に形成され、先端部分
の帯状側辺から折り曲げられて形成される４つの接触片とを有する接地用接触金具４９０
を備える。これにより、接地用ランプソケット４００に配線する電線数を減らすことがで
きる。
【０１０２】
　なお、本実施の形態において、接地用ランプソケット４００は、２つの受金部４８１ａ
，４８１ｂを備えているが、実施の形態６のように、３つ以上の受金部を備えていてもよ
い。その場合も、隣接する受金部の内部空間を互いに連通させる。接地用接触金具４９０
は、隣接する受金部の内部空間の連通する部分を介して当該隣接する受金部に跨って収納
される。このとき、接地用ランプソケット４００は、接地用接触金具４９０を１つのみ備
えていてもよいし、２つ以上備えていてもよい。例えば、接地用ランプソケット４００が
受金部を４つ備えているとする。このとき、接地用ランプソケット４００は、４つの受金
部に対して一体に形成された１つの接地用接触金具４９０を備えていてもよいし、４つの
受金部のうち２つの受金部に対して一体に形成された１つの接地用接触金具４９０を備え
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よい。あるいは、接地用ランプソケット４００は、４つの受金部のうち２つ又は３つの受
金部に対して一体に形成された１つの接地用接触金具４９０を備え、他の受金部に対して
は本実施の形態と異なる構成の接地用接触金具を備えていてもよい。
【０１０３】
　以上、本発明の実施の形態について説明したが、これらの実施の形態のうち、２つ以上
を組み合わせて実施しても構わない。あるいは、これらの実施の形態のうち、１つを部分
的に実施しても構わない。あるいは、これらの実施の形態のうち、２つ以上を部分的に組
み合わせて実施しても構わない。なお、本発明は、これらの実施の形態に限定されるもの
ではなく、必要に応じて種々の変更が可能である。
【符号の説明】
【０１０４】
　１００　器具本体、１１０　反射板、１２０ａ　第１給電用電線、１２０ｂ　第２給電
用電線、１３０　接地用電線、２００　直管形ＬＥＤランプ、２００ａ　第１直管形ＬＥ
Ｄランプ、２００ｂ　第２直管形ＬＥＤランプ、２００ｃ　第３直管形ＬＥＤランプ、２
１０　ケース、２２０　接地用口金、２２１，２２１ａ，２２１ｂ，２２１ｃ　接地ピン
、２２２，２２２ａ，２２２ｂ，２２２ｃ　掛かり部、２３０，２３０ａ，２３０ｂ　給
電用口金、２３１，２３１ａ，２３１ｂ，２３１ｃ　第１給電ピン、２３２，２３２ａ，
２３２ｂ，２３２ｃ　第２給電ピン、２４０　放熱部、２５０　ＬＥＤモジュール、２５
１　ＬＥＤ素子、２５２，２５３　基板、３００　給電用ランプソケット、３１０　前面
カバー、３１１　カバー前面、３１２　カバー上面、３１３，３１４　カバー側面、３１
５　カバー底面、３１６ａ，３１６ｂ，３１６ｃ　開口部、３１７ａ，３１７ｂ，３１７
ｃ　給電ピン挿入孔、３１８　前面カバー側嵌合部、３１９ａ　第１給電用速結端子孔、
３１９ｂ　第２給電用速結端子孔、３２０　背面カバー、３２１　背面カバー内壁、３２
２ａ，３２２ｂ，３２２ｃ　回転案内リブ、３２３　背面カバー側嵌合部、３３０ａ，３
３０ｂ，３３０ｃ　回転子、３３１ａ，３３１ｂ，３３１ｃ　受部、３３２ａ，３３２ｂ
，３３２ｃ　円筒部、３３３ａ，３３３ｂ，３３３ｃ　切り欠き部、３４０ａ　第１給電
用接触金具、３４０ｂ　第２給電用接触金具、３４１ａ，３５１ｂ，３５１ａｃ，３５１
ｂｂ　第１給電ピン受部、３４１ｂ，３５１ａ，３５１ａａ，３５１ｂｃ　第２給電ピン
受部、３４２ａ　第１給電用速結端子部、３４２ｂ　第２給電用速結端子部、３５０　接
続用接触金具、３５０ａ　第１接続用接触金具、３５０ｂ　第２接続用接触金具、３６０
ａ　第１給電用口金受部、３６０ｂ　第２給電用口金受部、３６０ｃ　第３給電用口金受
部、４００　接地用ランプソケット、４１０　前面カバー、４１１　カバー前面、４１２
　カバー上面、４１３，４１４　カバー側面、４１５　カバー底面、４１６ａ，４１６ｂ
，４１６ｃ　開口部、４１７ａ，４１７ｂ，４１７ｃ　接地ピン挿入孔、４１８　接地用
速結端子孔、４２０　背面カバー、４２１　背面カバー内壁、４２２　背面カバー側嵌合
部、４３０ａ　第１接地用接触金具、４３０ｂ　第２接地用接触金具、４３１ａ，４３１
ｂ　接地ピン受部、４３２ａ，４３２ｂ，４５３，４６２，４９３　接地用速結端子部、
４４０　接続用接触金具、４４０ａ　第１接続用接触金具、４４０ｂ　第２接続用接触金
具、４４１ａ，４４１ｂ，４４１ａａ，４４１ａｃ，４４１ｂｂ，４４１ｂｃ，４５１ａ
，４５１ｂ，４５２ａ，４５２ｂ，４６１ａ，４６１ｂ，４７１ａ，４７１ｂ，４９１ａ
，４９１ｂ，４９２ａ，４９２ｂ　接地ピン受部、４５０，４６０，４９０　接地用接触
金具、４７０ａ，４７０ｂ　接地ピン固定具、４８１ａ，４８１ｂ　受金部、４８２　取
付部、４９４　導電板、４９５ａ　接触部、４９５ｂ　弾性支持部、４９６　板状部材、
４９７ａ，４９７ｂ　延設部、５００　電源装置、１０００　照明器具。
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